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序 昌

WHO(世界保健機関)は世界各国からの歯科

疾患への雁患状態に関する情報を WHO Global

OralEpidemiologyData Bankに蓄積してい

るが1), 1983年6月現在ネパールにおける調査報

告は殆んど寄せられていない2)｡ 正確には,その

時までネパールにおける歯科疾患の疫学的調査報

告は,Robison3),Rajbhandar14) によってとも

に1981年になされた二編を数えるのみであった｡

そのうち Robisonだけが WHOに報告書を提出

している2)｡こうした状況のなかで WHOは1977

年,1982年の2度にわたり短期コンサルタントと

してDr.IngolfJ.Mollerをネパールに派遣し,

Dr.Mollerは視察結果に もとづいたカトマンズ

他ネパール全土10地域における疫学調査計画 を

立案し,その実施を WHOに勧告した5)0

1977年12月,1980年8月の2回,新潟大学の

メディカルチームがカトマンズを訪れ ネパール人

を検診し,検診票 を持ち帰った｡歯科検診記録

もその中に含まれ,著者らは解析を進める一方

WHO と接触を計り,前述の事情を知るとともに

この歯科検診の結果に WHOが興味を持ってい

ることを告げられた2)｡ それ故,著者らは分析結

果を発表し6),WHOにも報告した2)｡また,一部

の分析結果は本紙に報告済みである7)が, 今回は

末分析資料を解析し,詳細適確な分析を志すもの

である｡

対 象 と 方 法

対象:1977年には市内中心部 にある Bhanu

MadhyamikVidyalayaHigh School(10年

制)の中級学年に在籍する6-25歳の生徒195名

を対象に検診した (表1)0 1980年には前回調査

した同校の9-20歳の生徒300名 (表1),同 じ

く市内中心部 にある私立幼稚園に通う1-8歳

の園児98名 (表2)と母親を中心とする家族等

75名 (10-70歳)(表3), また カトマンズ郊外

Balambuの村落住民133名 (3-82歳)(表4)

を対象として検診した｡対象者の性,年齢構成は

W日0区分1)によれば表1-4のごとくである｡

布法:平型ミラー,鎌型探針を用い4度分類の
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表 1 カトマンズにおける,1977年,1980年の

被検学童の性,年齢構成
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(1980年)

う蝕検出基準8,9)に従い岩 を自然光で視診,永
久歯列の場合 Bodeckerの ColombiaUniver-

sityDentalCariesChartlO)に歯面単位で,乳歯

列の場合歯牙単位で検診者自ら記録した｡C1,C2,

C3をD,また C4, う蝕による喪失歯をM,う蝕

に起因する修復歯をFとして処理した｡問診にも

とずいて, う蝕以外の原因から歯科処置を施され

た歯や喪失歯, また過剰歯は対象外として被検歯

から除いた｡̀ 異常歯 (形成異常, 吹磨耗, 歯 周

表 2 カトマンズにおける,1980年の

被検幼稚園児の性,年齢構成

男 女 合計
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表 3 カトマンズのある幼稚園における,1980年の

被検者 (幼稚園児の家族等)の性,年齢構成

年齢 男 女 合計
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柄,白斑,外傷等)でもう蝕の痕跡がなければ健

全歯とし,癒合歯は近心位歯名を充てた｡検診者

は小黒である｡

結 果

WHOの奨める年齢区分1)(0-19歳まで各年

齢毎,以後20-34歳は5歳刻み,35-64歳は10

歳刻み,65歳以上は1区分)によることが合理的

かつ比較上利があるが,被検者数が不足している

ので HighSchoolの生徒の場合歯牙年齢と身体

発達の面から見て,9歳以下,10-14齢,15-19

歳の年齢群に区分した｡さらに, 園児生徒以外の

場合,14歳以下,15-19歳,20-29歳,30-54

読,55歳以上に区分した｡
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表 4 Balambu村における,1980年の
被検者の性,年齢構成

年齢 男 女 合計
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う蝕躍患者率,DMF(def)歯率,DMFT(deft)

指数を算出し,WHOの年齢区分における t一検

定と MR/SMR比による全体比較をこれらの数値

および現在歯数について行った｡MR(平均比)-

Et/K(K:t値を算出した級の数),SMR(MRの

標準誤差)-1//恵三 により計算される｡
(1) 学童の永久歯う蝕所見 :1977年の検診 で

は,9歳以下の17名にう蝕は なく,10-19歳で

は177名中2名に前歯 う蝕3歯と40名に白歯 う

蝕40歯が検出された｡1980年の検診 では,9歳

以下の16名にC21歯 (上顎第 1大臼歯)があり,

10-19歳では283名車24名にう蝕歯43歯が検出

され全てが臼歯であった｡う蝕歯のなかで第 1大

臼歯のう蝕が占める割合は非常に高い (表5)0F

歯は1977年には観られず,1980年では下顎第 1

大臼歯3歯に観察された｡M歯はほぼ第 1大臼歯

に限局しており,1977年では10-14歳に4歯,

葦, そ の 他 91

15-19歳に1歯観られ,1980年でも同程度であっ

た｡D歯車 C3は極めて少なく,1977年に1歯

(下顎第 1大臼歯),1980年に3歯 (下顎第 1大

臼歯)観察された｡う窟 (C1,C2)は殆んど大臼歯

小窟裂溝に限局,小臼歯には検出されず,隣接面

平滑面に検出されることも少なかった｡表5はこ

れらの所見をあらわしたものである｡

MR/SMR比による全体比較では1977年,1980

年とも男女差はない｡1977年と1980年における

同性同志の比較 でも1980年の男子の現在歯数 が

1977年 より多かった (P<0･05)以外 MR/SMR

比による差は認められなかった｡MR/SMR比を

表6に示す｡

(2) 幼稚園児の乳歯う蝕所見 :3-6歳におい

て乳歯列が保たれていたのでひとつの年齢区分と

した｡MR/SMR比は男女差を示さなかった｡う

蝕雁患者率は1/3(32%)で, 前歯部においては

15%,臼歯部においては27%,deft指数は0.99

であった｡C3 歯はなく,C4乳臼歯1歯が観られ

た (表7)0

(3) カトマンズ,Balambu村における永久歯

う蝕所見 :カ トマンズの幼稚園 において98名の

園児のうち17名に永久歯前出を見,C21歯を検
出した｡たまたま,夫々10歳の男子女子 1名づつ

も受診,便宜的に14歳以下として区分すれば以上

19名に検出したう蝕はこの1歯のみである｡さら

に15-19歳の年齢区分に女子4名が受診, う蝕

歯はなかった｡

Balambu村においては14歳以下の51名に う

蝕歯は1歯も検出されなかった｡ カトマンズにお

ける幼稚園児家族の検診では,特に女性において

加齢的なM歯の増加が観られ,被検歯数と並べて

比較 してみると30-34,35-44,45-54歳の各

年齢群 において夫々0･67/28.00,2.50/27.79,

2･50/28･00であり,また Balambu村でをま0･00/
25.00,0.00/27･33,3.60/27.70であった｡カトマ

ンズにおける WHO区分の他の年齢群 では45-

54歳の男性が0.67/28.00を示す他はいずれの年

齢群でもM歯と被検歯数の差 (-現在歯)は27.5

を越えた｡Balambuにおいても同様に45-54歳

の男性が0･00/25･67である他はいずれの年齢群
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表 5 1977年,1980年における学童の永久歯 う蝕曜患 :歯種別にみたう蝕躍患者数,

率と DMF歯合計,及び DMFT 指数とその内訳

う 蝕 躍 患

年 齢 性 (箪笥星置) 全 歯 前 歯 臼 歯 (第一大臼歯)首⊥⊥姦 露姦 露姦 露姦 苗巌
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表 6 MR/SMR比 (学童に関して)

*P<0.05

MR/SMR値の符号は比較対象の左項の値が大き
ければ+,右項の億が大きければ-となる｡

でもM歯と被検歯数の差 (-現在歯)は27.5を越

えた｡M 歯の増加と被検歯数の減少は Balambu

村の55歳以上の被検者に男女を問わず いっそう

著るしい｡小臼歯と前歯の う蝕, また平滑面と

隣接面のう蝕は成人 (20-54歳)では,カトマン

ズ,Balambu村のどちらにも観られるようにな

ってくる｡Balambu村 には修復歯はみられ な

い｡これらをまとめて表8にあらわした｡特に女

性における M 歯が影響されている｡

両地区における15-54歳の男女性間の差は ど

の指数 の MR/SMR比にもあらわれていない｡

また, カトマンズと Balambu村の女性間 には

DMF歯率 (P<0.05)以外は MR/SMR比 によ

る差がない｡

考 察 と 結 論

学童の10琴内外がう蝕に雁患し,永久歯列の完

成までに (10-14歳)雁患学童は1,2本のう歯

を所有,15-19歳で1-3本の う歯を所有 して

いる (表5)｡調査計画案の12-13歳における5)

DMFT指数0.2(1977年,1980年とも)は WHO

の基準によれば verylowincidence(0.0-1.1

meanDMFTll))に該当する (表9)0Balambu

村において14歳以下に う蝕を観察しなかったこ

とからこの数字は郡部においては さらに低いもの

となろう｡ どの被検群においても9歳以下のう蝕

が稀なところから,少なくとも前歯群の交換は前

出する永久歯のう蝕をみることなく行なわれるだ

ろうし,学童の所見からはその後も前歯群,側方
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表 7 幼稚園児の乳歯 う蝕罷患 :歯種別にみたう蝕曜患者数,率と
deft指数,及び deft指数 とその内訳

93

う 蝕 罷 患

年齢 性 (軍謁星蒜) 全 歯 前 歯 白 歯 指 数 指数
a(%)∵ a(%) b a(%) b

被検者数 deft dt
指数 品 現在歯数

et

3-6歳 男 39(4.4) 15(38) 8(21) 0.64 11(28) 0.64 1･28 1.28 0.00 0.00 20.00

* 43(4.6) ll(26) 4(9) 0.21 11(26) 0.51 0.72 0.70 0.02 0.00 19.84

合計 8等(4･5) 26(32) 12(15) 0･41 22(27) 0･57 0･99 0･98 0･01 0･00 19･91

a う蝕曜患者数 bdeft指数

表 8 カ トマンズ,Balambu村における永久歯 う蝕羅患 :歯種別にみたう蝕羅患者数,

率 と DMFT指数,及び DMFT指数 とその内訳

年齢 性 (箪笥星置)全 歯 前 歯 白 歯 (第一大臼歯) TBIY⊥⊥姦 露姦 苗森 岳姦 苗蒜
a(%) a(%) b a(%) b a(%) b
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15-19歳 男 10(16.6) 1(10) 0(0) 0.00 1(10)
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20-29歳 男 9(22.8) 1(ll) 0(0) 0.00 1(ll) 0.22 1(ll) 0.11 0.22 0.22 0.00 0.00 27.67

女 7(24.0) 0(0) 0(0) 0.00 0( 0) 0.00 0(0) 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 28.00

合計 16(23.3) 1(6) 0(0) 0.00 1(6) 0.13 1(6) 0.06 0.13 0.13 0.00 0.00 27.81

30-54歳 男 6(43.3) 0(0) 0(0) 0.00 0(0) 0.00 0(0) 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 26.83

女 16(43.8) 7(44) 4(25) 0.56 7(44) 1.94 7(44) 0.69 2.50 0.25 2.25 0.00 27.13

合計 22(43.7) 7(32) 4(18) 0.41 7(32) 1.41 7(32) 0.50 1.82 0.18 1.64 0.00 27.05

55- 歳 男 9(72.7) 6(67) 4(44) 2.11 6(67) 4.22 5(56) 1.33 6.33 0.78 5.56 0.00 22.22

女 18(68.9) 6(33) 3(17) 0.61 6(33) 1.22 5(28) 0.50 1.83 0.17 1.67 0.00 19.67

合計 27(70.1) 12(44) 7(26) 1.ll 12(44) 2･22 10(37) 0.78 3.33 0.37 2.96 0.00 20.52

a う蝕羅患者数 bDMFT指数

歯群に う蝕は殆んどみられ ない｡第1大臼歯は

他の歯種に先立って重症う蝕 (C3,C4) に陥りや

すく,未縛癖のまま放置される結果といえる (義

5)0

子のう蝕雁患が男子より重いと報じた6)｡ 各年齢

毎に男女間のt一検定を行ってみると,11歳児に

おいて, う蝕擢患者率,DMF歯率,DMFT指

数に差を生じ (夫々P<0.05,0.01,0.05),12歳
著者らは1977年の検診において10-14歳の女 女子において現在歯数が男子より多かった (P<
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表 9 被検学童のうちから12-13歳児の永久歯

う蝕羅患状態

年齢 性 被検者数 ′う蝕躍患 DMFDMFT 萌出
(平均年齢)人数 % 歯 率 指 数 歯数

(1977年)

12-13歳 男 34(12.6) 3 9 0.5 0.1 22.1

女 23(12.5) 4 17 0.9 0.2 24.8

合計 57(12.5) 7 12 0.7 0.2 23.2

(1980年)

12-13歳 男 63(12.5) 6 10 0.5 0.1 23.4

女 33(12.5) 3 9 0.7 0.2 24.6

合計 96(12.5) 9 9 0.6 0.2 23.8

0.05)｡他には差を生じていない｡これらのt-値

をもとに10-14歳での MR/SMR比をみる＼と女

子の現在歯数が高い (P<0.05)以外には 男女差

がない｡11歳児におけるう蝕雁患者率は実数で男

子0/26,女子4/14である｡女子の う蝕雁患者4

名のうち1名は Clの中切歯2歯と第 1大臼歯の

全て (Cl,C2各1歯,C42歯)が う蝕歯で あっ

た｡被検者数の不足故にこのケースが影響を与え

たと考えられるO

幼稚園児の1/3が乳歯列に平均3歯のう歯をも

つ｡詳しくはう蝕雁患児ほぼ全員 (84%)が白歯

に2歯,雁患児のうち半数が前歯に3歯のう歯を

もつが,重症う蝕はない (表7)0

20-54歳の年齢群 (成人)において加齢的な M

歯の増加が観られ,男性より女性に,カトマンズ

より Balambu村に著しい ようである｡ また,

Balamu村住民はカトマンズ居住者に比べ,歯科

サービスを受けにくい状況にあることは,Balam-

bu村において修復歯が全く観察されなかったこ

と,より高い M 歯率 (表8)によって明らかであ

る｡ その理由として地理的あるいは社会的経済的

要因が考えられる｡小臼歯,前歯や平滑面,隣接

面へのう寓の出現は,検診により検出され得ない

程の小さな初期病巣の拡大か, 著者らの推論6)に

なる歯肉退縮による露出歯根面からのう蝕発生に

よるものであろう｡
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